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呼吸器の病気
Respiratory disease

肺移植とは、重い肺の病気の患者の肺を取り出

し、その替わりに提供者の新しい肺を移植する治

療法です。他に有効な治療法がなく、生命の危険

が迫っていて（2年生存率が50％以下）、肺移植に

よって元気になることが見込まれる場合に行われ

ます。脳死肺移植と生体肺葉移植の2種類があり、

手術の種類としては両肺移植と片肺移植がありま

す。

肺移植は我が国では1998年から実施され、2015

年末時点で累計数は464例（脳死片肺移植150例, 

脳死両側肺移植133例、生体肺葉移植181例）です

（図1）。症例数の多い適応疾患は、リンパ脈管筋

腫症、特発性間質性肺炎、肺高血圧症、気管支拡

張症、造血幹細胞移植後肺障害となっています。

肺移植を受けた患者の生存率は、脳死肺移植の

場合、5年および10年生存率は各々72.1%、58.8%、

生体肺葉移植の場合、各々71.7%、65.9%となって

います（図2）。2010年7月に改正臓器移植法が施

行され、本人の書面による意思表示がない場合で

も家族が同意する場合には脳死下臓器提供が可能

となり、脳死臓器移植数は増加傾向にあります。

なお、肺移植の詳細については、日本移植学会の

ホームページhttp://www.asas.or.jp/jst/general/

general.htmlや日本肺及び心肺移植研究会のホー

ム ペ ー ジ http://www2.idac.tohoku.ac.jp/dep/

surg/shinpai/index.htmlをご参照ください。
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図1　肺移植症例の年次推移

日本肺および心肺移植研究会レジストリーレポート（http://www2.idac.tohoku.ac.jp/dep/surg/shinpai/
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『症状から』 対応方法などを Q&A 形式でお答えします。『疾患別』に症状や、診断・治療方法を解説しています。

※ここに書かれている内容は、あくまで一般的なものであり、必ずしも貴方の病気にあてはまらない事も
　ありますので、この内容を参考にし、呼吸器の専門医の診察を受けてください。
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図2　術式別生存率（2015年末現在）


